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「心が変わる成長の季節」～朝顔と修学旅行～ 

校長 風間 浩也 

毎年この季節になると本校の 2階のバルコニーには、小学１年生が種をまいたアサガオの鉢が並びます。一生
懸命世話をしている小１の姿と日に日に伸び行くアサガオを重ねて見るのを楽しみにしているので、毎年、学校
だよりの記事にしています。本校の環境は小１どころではなく、保育園から中３まで成長の軌跡が見られる、区
内唯一の学校施設環境です。「芦花の学び舎」で過ごす我々は、そのことをもっと誇り、活用していけるとさら
に可能性が広がると思っています。先日、修学旅行で３日間ほど学校を空けてからアサガオの鉢を見てみると、
出発前はちょこちょこ双葉が出ていただけの鉢が、すっかり本葉に替わっていました。学校生活にしっかりと適
応し始めた小１の成長と鉢にしっかりと根を張っているアサガオに元気をもらっています。 

植物の成長のように、この時期、子どもたちは学校行事という大きな節目を通して、大人の想像を超えるスピ
ードで、日々変化し、成長していきます。今回の３年生の修学旅行の様子を見て、改めてそのことを実感しまし
た。本校着任３年目の私にとって、今の３年生たちは中学入学から２年余り、しっかりと見続けている学年で
す。入学当初から比べると、本当に成長し、今回何よりも大きな収穫と感じたのは、集団行動のなかで見せた生
徒一人一人の「主体性」と「思いやり」の姿でした。実行委員、班長や室長、各係の担当を頑張っている姿はも
ちろんのこと、それだけでなく、「しおり」の表紙に選ばれて跳び上がって喜んでいた姿、不安を口にしていた
けど３日間やり切って自信を得た姿など、一人一人の２年余りの芦花中での様子をつぶさに見ていたので、成長
している様に、私の方が勇気をもらえた嬉しい光景でした。 

最近は、「仲間と協働する力」「粘り強くやりぬく力」など数値で測れない力は「非認知能力」という言葉で
括られています。しかし、「非認知能力」という言葉が流行る遙か前から、日本の学校では、行事や学校生活で
それらの力を意図的・計画的に伸ばそうとしてきました。（その辺りのことは、世界的にも話題になった山崎エ
マ監督の映画「小学校～それは小さな社会～」でも大変よく描かれています。） 

こうした行事を通じた子どもの変化を見るにつけ、私の心に浮かぶひとつの名言があります。アメリカの心理

学者であり、近代心理学の祖とも呼ばれるウィリアム・ジェームズの言葉です。 

「心が変われば行動が変わる。行動が変われば習慣が変わる。 

習慣が変われば人格が変わる。人格が変われば運命が変わる。」 

行事という非日常の舞台は、子どもたちの「心」を揺さぶります。修学旅行で「自分がやらなければ」「仲間

と成功させたい」と感じた「心の変化」は、彼らの「行動」を変えました。そして、その変わった行動を日常の

学校生活に持ち帰り、繰り返すことで、それはやがて一生の財産となる「習慣」や「人格」へと昇華していくの

です。 

そして今、校内は次なる大きなエネルギーに包まれています。いよいよ来週末に迫った「体育祭」に向けての

練習が本格化しているところです。修学旅行を終えた 3年生は、今度は最高学年として、学校全体を引っ張るリ

ーダーの顔つきに変わり、1・2年生も、先輩たちの背中を追いかけながら、クラスの団結に向けて精一杯に汗を

流しています。また３年目になる「集団演技」については、１年生からの経験を生かし、３年生が生徒主体にど

こまでできるか、というチャレンジをしているところです。 

生徒が主体的に行う体育祭の取組は、上手くいくことばかりではありません。息が合わなかったり、時には意

見がぶつかり合って雰囲気が重くなったりすることもあるでしょう。しかし、私はその「上手くいかない時間」

で葛藤することこそが、子どもたちの成長にとって最も尊いプロセスであると考えています。大人たちは、子ど

もの成長を信じて、プロセスを見守っていくことで、やがて子ども達の「心」が変わっていきます。そういった

成長のきっかけを学校の「行事」は与えてくれるのだと思います。 

保護者の皆様、ぜひ来週末の体育祭では、順位や勝敗だけでなく、仲間を必死に応援する姿、係の仕事に責任

を持って取り組む姿、そして何より、前を向いて全力で挑む子どもたちの表情に注目してください。 

芦花中学校の子どもたちは日々の学校生活に加え、行事を通して大きく殻を破り、成長していきます。私たち

教職員一同、子どもたちの一瞬一瞬の変化を見逃さず、時には並んで歩み、時には一歩後ろから見守りながら、

その成長を全力で支えてまいります。今後とも、地域の皆様におかれましても、引き続き温かい励ましとご支援

をよろしくお願いいたします。 



【3学年 修学旅行】   

５／２１（木）～２３（土）の３日間、京都・奈良へ行きました。初日は、 

雨が降ってのスタートでしたが、２日目３日目は、雨も止みちょうどよい 

気候になりました。スローガン「和衷協同～京都という日を忘れては 

奈良ない～」をもとに仲間との絆を深める大切な時間を過ごすことが 

できました。この３日間で学んだことを学校生活に活かしでいきましょ 

う。（３日間の様子はHPにアップしています。） 

 

 

 

【生徒総会】 
 ５月１８日（月）６校時、令和８年度の生徒総会が体育館で実施されました。 

「生徒会サミットとは何ですか。」や「食品ロスの企画とはどのような企画で 

すか。」「雨の日に体育館を開放してほしい。」など、自分たちの学校生活を 

よりよくするための質問や要望が多数、寄せられていました。 

 １年生にとっては初めての生徒総会でしたが、参加している生徒全員が、 

真剣に質疑応答を聞き、承認の拍手を送るなど立派な態度で臨んでいまし 

た。学校の主役は生徒のみなさんです。誰もが安心して、楽しく、充実した 

学校生活を送れるように、主体的に行動し、生徒全員のウェルビーイングの 

向上を目ざしましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 今年も、「せ～の！」のかけ声が、昼休みの校庭に響き渡る季節になりました。
来たる６月６日（土）、第６６回、体育祭が実施されます。 
今年度は、クラスや学年といった、集団での競技がメインです。全校種目は
大縄跳びです。クラスの団結力が勝敗の鍵を握ります。１回でも多く跳ぶため
に、それぞれのクラスが回し方、かけ声、並び方のアイディアを出しながら、１つ
になっていく姿が頼もしいです。今から、本番が楽しみです。 
学年練習や昼練習がある日は、基本的に体育着登校となります。保護者の
皆様、洗濯等でご負担をおかけしますが、何卒、御理解と御協力をよろしくお願
いいたします。 
 

〈学校からの情報発信について〉 

今後の学校及び世田谷区教育委員会からの対応等にかかわる連絡については、引き続き本校のホームペ

ージや緊急連絡メールにて行います。そのため、恐れ入りますが随時ご確認いただくようお願いいたします。 

また、緊急連絡メールの登録がお済みでない方は、ご登録をお願いいたします。 

～５月の活動の様子～ 

 
 

 

１日（月） 全校朝礼 

２日（火） 体育祭予行練習、職員会議 

３日（水） 世中研（教科）、心臓検診２次 

６日（土） 体育祭 

８日（月） 振替休日 

９日（火） 体育祭予備日 

１０日（水） 世中研（領域） 

１１日（木） 避難訓練 

１２日（金） 第１回進路説明会、教育実習終 

6月の主な行事予定 

～体育祭練習が始まりました！～ 

１３日（土）避難所運営訓練（ボランティアのみ） 

１５日（月）小中合同朝会、水泳指導始 

１７日（水）職員会議 

２２日（月）生徒会朝会 

２４日（水）定期考査、学び舎の日 

２５日（木）定期考 

２６日（金）I組連合球技大会、腎臓検診予備日 

２７日（土）芦花小開校記念日 


